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《修論報告》   
授業コミュニケーションを通じた情緒的なつながりの形成 

―私立通信制高校における国語科授業の分析から― 
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１、問題の所在と目的 

 本研究は、状況論（situated perspective）の立場

から、従来のコミュニケーション教育の内容論の

問題点を明らかにし、知識伝達的な授業・学習観

の再考を通じて、子どもたちがコミュニケーショ

ンをめぐって抱える問題を解消する授業コミュニ

ケーションの展望を示すことを目的とした。 
 現在、国語科教育では「話すこと・聞くこと」

の領域を中心に、コミュニケーションの教育がお

こなわれている。「コミュニケーションや感性・

情緒、知的活動の基盤」（中央教育審議会，2008）
と位置づけられる国語にとって、コミュニケーシ

ョン教育の充実は重要な課題である。 
 また、コミュニケーション教育の充実が求めら

れる背景には、子どもたちが自分に自信をもてな

いという現状がある（同上）。情報の伝達や意思

の疎通は普遍的な営みであるが、それに伴う諸問

題については、同時代的な視点から解決が図られ

ねばならない。そこで本研究では、２つの観点から

コミュニケーション教育の充実と改善を講じた。 
 第１は、コミュニケーション観の見直しである。

コミュニケーションに過剰な価値や期待がおかれ

る社会において、その能力が個人に還元されるこ

とは、コミュニケーションの「失敗」に伴う不利

益が「自己責任」とみなされることを意味する。

しかし、コミュニケーションが二者以上によって

成り立つことを踏まえれば、その「失敗」をいず

れかの個人の責任として問うことは実情にそぐわ

ない。したがって、個人主義的なコミュニケーシ

ョン観は見直されねばならない。 
 第２は、コミュニケーション教育の内容論の見

直しである。コミュニケーション能力の発達には、

環境との相互作用や他者への共感性など複層的な

要因が関わっている（山元，2013，p.89）。その

ため、コミュニケーション教育を論じるにあたっ

ては、国語科の授業において意図的におこなわれ

る表層面のコミュニケーション指導だけでなく、

教室に生まれているコミュニケーション状況その

ものを問題にする必要がある（山元・稲田，2008，
p.63）。 

２、研究方法 

 個人主義的なコミュニケーション観と知識伝達

的なコミュニケーション教育の内容論を見直すた

めには、子どもたちがどのようなコミュニケーシ

ョンをめぐる困難を抱え、実際の教室空間で、ど

のようにコミュニケーションを協同作業として営

んでいるのかを明らかにする必要がある。その目

的を達成するために、本研究では次の２つの方法

を設定した。 

方法Ⅰ：文献調査 
 現代の子どもたちが抱えるコミュニケーショ

ンをめぐる困難と、コミュニケーション教育の

現状を究明する。 

方法Ⅱ：フィールドワーク調査 
 具体的な授業場面の事例を基に、教師と生徒

によるコミュニケーションの様相を記述する。 

 また、本研究では状況論（situated perspective）
の立場から、具体的な授業場面における教師と生

徒のコミュニケーションを論じた。状況論とは、

「人格、記憶、学習などの人の心の機能を、様々

な道具を介して各々の立場から関わり合う、集合

体ないし状況と切り離さず捉える見方」である（香

川，2011，p.62）。状況論の立場を採用すること

によって、個人的な心的現象と考えられがちな認

知や学習を記述し、解釈することが可能になる。 

３、論文の構成 

 修士論文の構成は下記の通りである。 

序 章 本研究の目的と概要 
第１章 コミュニケーション教育の構造と現代

的な問題 
第２章 調査方法・分析方法 
第３章 授業場面におけるコミュニケーション

・スタイルの検討（１）―生徒たちの「おし
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ゃべり」を包摂する教師の対応― 
第４章 授業場面におけるコミュニケーション

・スタイルの検討（２）―授業のワークをデ

ザインする生徒たちの「笑い」― 
第５章 授業場面におけるコミュニケーション

・スタイルの検討（３）―学校的学習と「遊

び」の間の「状況の定義」の揺れ― 
終 章 本研究の成果と課題 

 第１章では調査課題の設定、第２章では方法論

的検討、第３章から第５章ではある通信制高校に

おけるフィールドワーク調査に基づく事例研究を

おこなった。 
 事例研究では、具体的な授業場面におけるコミ

ュニケーションを記述・分析するにあたり、３つ

の分析方法をとった。第１は特定のカテゴリに基

づく発話のコーディング（第３章）、第２はエス

ノメソドロジー（ethnomethodology）の分析方法

のひとつである会話分析（conversation analysis）
（第４章）、第３は発話参加者の「状況の定義」

（definition of situation）である。 

４、結果 

 第１章では、現代の子どもたちがコミュニケー

ションをめぐって抱えている問題を明らかにする

ために、近年の社会言説や学校・教室空間のあり

方を批判的に検討し、授業コミュニケーションに

関する調査課題を設定した。 
 第３章では、教師側に視点を置き、教師が「不

適切」な発話とみなされがちな「おしゃべり」を、

学習のためのコミュニケーションとして包摂し、

さらに学校的に価値づけられる発話のジャンルに

方向づける様相を記述した。 
 第４章では、生徒側に視点を置き、生徒たちが

学習課題をこなすなかで生じた「笑い」が、学習

のための相互行為のデザインであることを明らか

にした。また、その「笑い」は相互行為に発話に

よって参加していない生徒を含む、教室全体のデ

ザインにつながっていることを明らかにした。 
 第５章では、教師と生徒の間の「状況の定義」

がずれている場面の分析を通じて、学校的学習か

ら逸脱した「遊び」という「状況の定義」が授業

コミュニケーションのあり方自体の変容を可能に

することを論じた。 

５、考察 

 授業にさまざまなコミュニケーション・スタイ

ルを取り入れることにより、生徒たちが授業・課

題のためのコミュニケーションに包摂されていく

可能性が示された。また、授業は教師が単声的に

展開しているのではなく、本来的に多様なコミュ

ニケーション・スタイルが内在する形で遂行され

ていた。コミュニケーションのあり方は、教室空

間の「いま・ここ」において、教師と生徒が協同

的に決めていくものである。 
 豊かなコミュニケーション能力を育むために

は、互いの異質性を認めた上で、相手のことを分

かり合おうとする情緒的なつながりの形成が必要

である。そうした情緒的なつながりを形成するた

めには、個人対個人の関係ではなく、「学級とい

う社会的共同体」（山元，2004，p.6）全体への視

野をもたなくてはならない。 
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